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１ 根拠法令

本報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の規定に基づ

き、令和５年度における東御市教育委員会の事務の管理及び執行の状況の点検

及び評価について報告するものです。

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）

第 26 条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状

況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これ

を議会に提出するとともに、公表しなければならない。

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学

識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。

２ 実施の対象及び方法

(1) 点検・評価の対象は、「第２次東御市教育基本計画」の令和５年度におけ

る取組進捗状況とした。

(2) 基本計画に対する評価は、次の区分に従って判定し、取組の実績と成果を

把握した。

Ａ 予想以上（100％を超える）の成果が上がった

Ｂ 目標通り（90～100％）の成果が上がった

Ｃ 概ね（70％程度）、取り組むことができた

Ⅾ 概ね（50％程度）しか取り組むことができなかった

Ｅ 取り組みができていない



3

NO 施策 項目 目的・目標 現計画の課題
具体的な取

り組み

令和５年度の取り組み
【実績】【成果】を別に記載

のこと

項
目
評
価

1

①危機管理マ
ニュアルは毎年
見直しを行い、
より適したもの
にしていくとと
もに研修を実施
します。

【実績】
小中学校ごとに作成している危機管理マ
ニュアルは、毎年見直しを行っている。
また、児童・生徒及び教職員を対象に防
犯研修を実施した。

【成果】
危機管理マニュアルの再確認を行い、教
職員の危機管理に対する意思疎通が図ら
れた。

2

②避難訓練・不
審者対応訓練な
ど事故発生を想
定した訓練を毎
年実施します。

【実績】
小中学校ごとに、毎年児童・生徒及び教
職員を対象に避難訓練・不審者対応訓練
を実施した。

【成果】
児童・生徒の危機意識の向上と教職員の
危機管理能力の向上が図られた。

3

③通学路点検を
行い、危険箇所
の把握と道路改
良に役立てま
す。

【実績】
通学路安全推進会議及び合同点検を行う
と共に、「東御市交通安全プログラム」
の取り組み方針に基づき、対策箇所の見
直しを行いました。

【成果】
対策実施済52箇所（57件）
要望済29か所（29件）
[令和6年3月末時点]

4

④「非違行為防
止委員会」を中
心に研修計画の
立案、研修を実
施し教職員の資
質の向上を図り
ます。

【実績】
　年間計画にそって、研修を重ねた。

【成果】
教育者として、公務員としてあるべき

姿を考え合い、自分事として捉えるよう
につとめ、非違行為防止を進めた。

5

①気候変動等教
育環境の変化に
対応した施設整
備（エアコン）
を進めます。

【実績】
市内全小中学校にエアコンを設置しまし
た。

【成果】
児童、生徒、教職員に快適な教育環境を
整備しました。

6

②学校施設、遊
具、給食施設な
どの点検及び計
画的な修繕を進
めます。

【実績】
各種法定点検を実施。各施設で学校から
の要望に基づき計画的な修繕を実施して
います。

【成果】
危険性・緊急性のあるものから優先順位
を付けて修繕を行いました。

7

③ＩCＴ機器（校
務用コンピュー
ター、統合型校
務支援システ
ム、教育用コン
ピューター等）
の導入を進めま
す。

【実績】
令和２年度にGIGAスクール構想におけ

る一人一台端末（タブレット）の配備を
完了。

令和６年度に校務用コンピューターの
更新を予定。

【成果】
タブレットの導入により、ICT機器の活

用の日常化が進んでいる。

計画の実績と成果、評価

(１) 学
校事故の
防止

教職員の危機
管理能力向上
により、学校
事故の未然防
止や事故など
の発生時に対
する適切な対
応を目指しま
す。

○学校危機管理
マニュアルに記
載される内容の
追加及び変更点
を確実に把握
し、対応できる
ようにしておく
必要がありま
す。

B

(２) 学
校施設・
環境の充
実、安全
管理

定期的な点
検、適切な修
繕を行いなが
ら、学校施

設・環境の充
実や安全管理
を図ります。

○気候変動等教
育環境の変化に
対応した施設整
備（エアコン）
が急務です。
○老朽化が進む
各小学校に対
し、小学校施設
長寿命化計画を
基本とした学校
毎の改修計画の
策定が必要で
す。各中学校も
同様に学校毎の
改修計画の策定
が必要です。
○教育の情報化
に向けたＩCＴ
環境整備が必要
です。
○ＩCＴを日常
的に活用するた
めの教職員への
支援体制の整備
が必要です。

B

１．
安全・安心な子
どもの居場所づ
くりと教育環境
の整備



NO 施策 項目 目的・目標 現計画の課題
具体的な取

り組み

令和５年度の取り組み
【実績】【成果】を別に記載

のこと

項
目
評
価

8

④ＩCＴ機器を学
校で活用できる
支援体制を整え
ます。

【実績】
ICT機器のネットワーク障害等につい

て、GIGAスクール運営支援センターが主
となって現場の対応にあたっている。

【成果】
ネットワーク障害等の学校での困りご

とについて、迅速に対応することができ
た。

9

①児童館と放課
後児童クラブの
充実を図り、子
どもが子どもら
しく主体的に過
ごす時間を創出
します。

【実績】新型コロナまん延防止等重点措
置期間中等は利用者へ利用自粛を依頼し
ましたが、原則的には感染予防対策を行
い、児童館、児童クラブの運営を行いま
した。

【成果】
放課後における子どもの居場所での安心
安全な見守り活動が図られました。

10

②地域との連携
を深め、異年齢
や地域住民との
交流活動を推進
します。

【実績】放課後子ども教室「げんき塾」
は、東御清翔高校ボランティア部の生
徒、主任児童委員、子ども会育成会など
地域の方の協力を得て、感染対策を講じ
て実施した。

【成果】
子どもたちの遊びを通じた異年齢間交流
と体力向上が図られた。

11

③保護者のニー
ズを捉え、子ど
もの放課後の環
境改善を進めま
す。

【実績】令和４年７月１日、和小学校隣
接地へ和児童クラブを併設した新しい和
児童館を建設し運営を開始しました。ま
た、滋野児童館は、学校から離れている
ほか老朽化が進んでいることから、新た
な施設を建設するため、検討委員会を発
足して会議を５回開催しました。

【成果】
児童クラブを併設した新和児童館では、
多くの児童の交流が図られるとともに職
員の連携により効率的な運営が行われて
います。

12

①いじめ・不登
校対策連絡協議
会を引き続き開
催します。

【実績】
　いじめ・不登校の実状をもとに対策の
あり方など討議して各校の支援に生かし
ている。

【成果】
　市全体の状況を把握し、協議すること
を通して、支援の方向性を共通理解でき
た。
　いじめ・不登校対策連絡協議会では、
全体の状況を共有することはできたが、
具体的な対策を打ち出すことは難しいこ
とがわかった。そのため、関係機関や学
校との情報共有を密にする会を行うこと
で、個別の児童生徒への具体的な支援に
つなげることができた。

(３) 子
どもの放
課後活動

子どもの放課
後活動の充実
を図ります。

○放課後児童ク
ラブ利用者が今
後さらに増加す
ることが予想さ
れるため、受入
可能数を増やす
必要がありま
す。
○小学校から離
れた場所にある
児童館につい
て、利用小学生
の安全性と利便
性を向上させる
ため、小学校近
隣への移設を検
討する必要があ
ります。
○放課後に異年
齢の子どもたち
が一緒に遊ぶ機
会が少ないた
め、学年を超え
た交流の機会を
検討する必要が
あります。

B

２．
豊かな心と健や
かな身体を育む
教育の推進

(１) い
じめ・不
登校対策

友だちのよさ
を互いに認め
合い、支え合
う人間関係づ
くりを通し
て、いじめを
未然に防ぎ学
校に笑顔で通
う子どもを育
てます。
学校の授業、
教育活動、友
達との関わり
を楽しみに学
校に通おうと
する意欲が持
てる、楽しい
学校づくりを
進めます。

○いじめの早期
発見、いじめの
おこりにくい体
質の学校（学
級）づくりを進
める必要があり
ます。
○新たな不登校
を生まないため
の学校（学級）
づくりが課題で
す。
○課題が多様化
しており、様々
な機関と連携し
た支援が求めら
れています。



NO 施策 項目 目的・目標 現計画の課題
具体的な取

り組み

令和５年度の取り組み
【実績】【成果】を別に記載

のこと

項
目
評
価

13

②ケースワー
カー（※用語
２）（臨床心理
士）を配置し、
教育相談、支援
会議等にあたり
ます。

【実績】
各学校の要請に応じ、発達検査や支援

会議への出席を重ねてきた。

【成果】
発達検査では認知特性の見極め、支援

会議ではふさわしい支援について具体的
な提案をしてきたことで、適切な就学支
援につながってきた。

14

③心の教室相談
員・登校支援
員・特別支援教
育支援員等を各
校の実情に合わ
せ配置したり、
中間教室などの
個に応じた学び
の場を設けたり
します。

【実績】
支援員の配置により、様々な課題をも

つ子どもたちに対して、多様な学びの場
を設けることができた。

【成果】
多くの目による支援、多様な学びの場

を設けることにより、学習に向かう意欲
を育てることができた。

15

④児童生徒の実
態に応じた研修
会の開催による
教職員の資質・
力量の向上を図
ります。

【実績】
　計画に従って各種研修会を実施した。

【成果】
　市費教職員対象の「スキルアップ研修
会」を年３回実施。全教職員対象の吃音
に関する研修会を年３回上田市教育委員
会と共催で実施。全教職員対象のインク
ルーシブ教育に関わる研修会や特別支援
教育を切り口に通常学級での教育に関わ
る教育講演会を実施（それぞれ１回）。

16

⑤学校応援団
（ボランティ
ア）による生
活・学習支援を
継続して行いま
す。

【実績】
全学校で、総合的な学習や授業、放課

後学習等に学校応援団を入れてきた。

【成果】
学習に向かう意欲を高めたり、学習に

遅れのある子どもに個別に関わったり、
学校応援団の方の得意な分野の活動の講
師になったりするなど、様々な場面で人
間関係づくりに寄与していただいた。

17

⑥電話相談の窓
口について周知
し、電話相談・
教育相談を行い
ます。

【実績】
電話による教育相談を受けることによ

り、学校での課題や子育ての悩みなどを
共に考えた。

【成果】
相談内容によっては、学校や関係機関

につなぎ、解決の糸口となった。

18

⑦支援会議を開
催し、関係機関
等の連携を図り
ます。

【実績】
福祉課、健康保健課、福祉事業所等を

交えた支援会議を必要に応じて開催して
きた。

【成果】
支援が必要な子どもの実態について関

係機関と共有し、より効果的な支援の方
策を探ることができた。

19

⑧アセスを実施
し、学年・学級
経営やいじめ、
不登校の未然防
止に役立てま
す。

【実績】
各校でアセスの検査を行い、子どもた

ちの集団での意識を把握し、学級経営に
役立てた。

【成果】
検査を元に日頃の声がけや指導に役立て
ることができた。

B



NO 施策 項目 目的・目標 現計画の課題
具体的な取

り組み

令和５年度の取り組み
【実績】【成果】を別に記載

のこと

項
目
評
価

20

⑨道徳教育や人
権 教 育 を 通 し
て、いじめのな
い人間関係づく
りを進めます。

【実績】
各学校において、いじめ生活アンケー

トや友だちを大切にする教育を重視し
た。

【成果】
いじめや嫌な思いをした子どもたちを

早期に捉え、指導することができてい
る。

21

①特別支援教育
支援員を適正に
配置し、効率的
に活用すること
を目指します。

【実績】
　特別支援学級に在籍していない児童生
徒で特別な配慮を要する者の数を調査
し、できるだけ各校の希望に添って配置
できるようにした。

【成果】
　各校からの配置要望に満額回答はでき
なかったが、教職員とともにチームで支
援に当たるシステムに移行することで、
成果を上げられるようになってきてい
る。

22

②教育支援委員
会の構成員とし
て養護学校やこ
とばの教室に委
員就任を要請す
る等、委員会の
充 実 を 図 り ま
す。

【実績】
養護学校やことばの教室担当者に委員

や専門員として教育支援委員会に加わっ
てもらった。

【成果】
養護学校判断や通級指導教室判断を出

すに当たり、より専門的な見地から検討
することができるようになった。

23

③教育・医療・
保健・福祉・労
働等とのネット
ワ ー ク と 、 幼
保・小・中・高
の 連 携 を 通 し
て、切れ目のな
い支援体制を構
築し、効果的な
運 用 を 図 り ま
す。

【実績】
教育・医療・保健・福祉関係期間とは

支援会議や関係者会議を通して、幼保・
小・中・高校とは、特別支援教育コー
ディネーター連絡会を通して連携を図っ
てきた。

【成果】
各機関との連携が深まり、困難ケース

に対するアプローチや支援の選択肢が増
えた。

24

④就学前相談や
校内支援会議を
通して、教育相
談の充実を図り
ます。

【実績】
　市内全保育園・幼稚園及び申し出が
あった市外の保育園・幼稚園に出向き、
年長児行動観察を行い、就学前相談が必
要な児童の洗い出しを行った。校内教育
支援委員会への出席要請はなかった。

　【成果】
　就学前教育相談については、適切な就
学につながっている。各校の校内教育支
援委員会が充実してきたため、教育委員
会の出席が必要なケースがなくなった。

25

⑤多層指導モデ
ルＭＩＭを活用
して、学力の基
礎となる読みの
困難さを早期に
発見し、適切な
指導をしていく
ことを目指しま
す。

【実績】
各小学校にMIMの検査道具を配置し、通

級指導教室担当者の指導で、全小学校で
取り組むようにした。

【成果】
読みの困難さを早期に発見することに

つながり、個に寄り添った支援方法に生
かすことができた。

(２) 特
別支援教
育

発達特性が認
められる子ど
もへの早期対
応を目指しま
す。
障がいのある
人がその能力
を可能な限り
発揮させるこ
とができる教
育の場を提供
し、障がいの
ある人と障が
いのない人が
ともに学ぶ仕
組みである、
インクルーシ
ブ教育システ
ムの構築を目
指します。
児童生徒の
個々の特性や
発達段階に応
じた合理的配
慮と最適な支
援を、切れ目
なく一貫して
提供できるこ
とを目指しま
す。

○学級担任と特
別支援教育支援
員の一層の連携
が必要です。
○特別な配慮を
要する児童生徒
が年々増える傾
向にあります。
○児童生徒の将
来を見据えた支
援のため、教育
委員会と様々な
関係機関の更な
る連携の必要が
あります。

B
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26

⑥特別支援学校
で学ぶ児童生徒
との交流をしや
す く す る た め
に、副学籍の運
用が確実に行わ
れるようにしま
す。

【実績】
毎年度末に副学籍児童生徒の確認をし

直し、交流希望を掌握するようにした。

【成果】
交流希望調査用紙を準備したことで、

連絡がとれない保護者が少なくなり、小
中学校の負担軽減につながった。また、
交流に対する保護者の意向も掌握するこ
とができた。

27

①市内全小中学
校で取り組んで
いるなわとびの
学習カードの見
直しを継続的に
進め、さらに効
果的な縄跳びへ
の取り組みにつ
い て 研 究 し ま
す。

【実績】
　縄跳び月間やカードの見直しを行っ
た。マラソンやサーキット運動等を取り
入れている学校もある。

【成果】
　運動量の減る冬期に短なわとびを取り
入れたり、大繩で「ながのスポーツスタ
ジアム」に参加したりする学校が出てき
た。

28

②外部業者に委
託した新体力テ
ストの統計処理
結果を身体教育
医学研究所に提
供し、分析結果
を各校の体力向
上に役立ててい
きます。

【実績】
校長会・体力向上委員会で結果分析と

各学校での体力向上に資する活動例を示
した。

【成果】
各学校で年間を通して体を動かす時間を

新たに日課に取り入れた学校がある。

29

③新体力テスト
の正確な実施の
ため、身体教育
医学研究所やス
ポーツ推進委員
の協力を求める
とともに、分析
結果を各人が活
かせるよう、マ
イスポに取り組
みます。

【実績】
身体教育医学研究所、Sany TOMIの職員

が職員研修をしたり、スポーツ推進委員
が体力テストのお手伝いをしたり、マイ
スポを活用したりしている。

【成果】
職員研修で正しい測定の仕方や体力テ

ストにある運動の効果的な支援の方法を
学んだ。マイスポを活用し、体力テスト
のフィードバックを早くし、子ども自身
に体や運動に意識的に目を向けさせるこ
とができた。

30

④学校からのお
便りや保護者懇
談会等を活用し
ながら、幼児期
か ら 「 歩 く こ
と」の大切さの
理解を図り、家
族で運動への関
心を高めていき
ます。また、Ｐ
ＴＡの研修等を
利用して、簡単
に取り組める運
動を体験しても
らいます。

【実績】
学校からのお便り等で保護者に啓発し

たり、身体教育医学研究所、Sany TOMIの
職員が子どもに指導したり、保護者も交
えての指導も行った。

【成果】
子どもや保護者は運動への関心が高

まったり、運動の大切さを実感できる
が、意識の長続きはしない。

31

①特別の教科道
徳の設置に伴
い、教科書で
扱った題材や道
徳的価値の見返
し、自分のあり
方や他人、社会
との関わりに重
点をおいた指導
を行います。

【実績】
　教科道徳の題材について、研修を進め
ながら、自分ごととして題材を捉え学習
を進めている。

【成果】
　主人公の立場に立って、自分だったら
こうするという主体的なかかわりができ
てきている。

32

②教科、総合、
特別活動などあ
らゆる教育活動
を通して、より
よく生きる道徳
的価値に向かい
合い、主体的に
判断し、実践す
る力をつけるこ
とを目指しま
す。

【実績】
　教科の学習でも友だちの考えをもとに
友だちの意見を認めたり、自分の考えを
見直したりする姿が見られるようになっ
た。

【成果】
　学校の様々な活動で友だちの思いや行
為のよさを認めることが多くなった。

(３) 体
力向上
（体力づ
くり）

運動やスポー
ツに自ら取組
む児童生徒の
育成を目指し
ます。
児童生徒の体
力の向上を目
指します。
運動やスポー
ツに自ら取組
む児童生徒の
育成を目指し
ます。

○体力向上への
取り組みが、短
期間では成果が
見えにくいた
め、意欲の継続
が難しい現状で
す。特に運動嫌
いな児童生徒に
とっては、体力
向上のための取
り組みがモチ
ベーションの高
まりにつながら
ないため、楽し
みながら自然に
体力がつくよう
な運動を探して
います。

C

(４) 道
徳教育

自己の生き方
を見つめ、主
体的な判断の
も と で 行 動
し、自立した
一人の人間と
して、他者と
ともによりよ
く生きるため
の基盤となる
道徳性を養う
ことを目指し
ています。

○主体的、対話
的な学びを通し
て道徳性の深ま
りが見られる授
業を目指してい
く必要がありま
す。

C



NO 施策 項目 目的・目標 現計画の課題
具体的な取

り組み
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価

33

①学校毎の「食
に関する指導の
全体計画」に基
づき、各教科等
を通じて食育を
進めます。

【実績】
各小中学校で「食に関する指導の全体計
画」を作成し、計画に沿って食育を推進
しました。

【成果】
児童・生徒に食育（食事の重要性や栄養
バランス、食文化等）の推進が図られま
した。

34

②成長期である
児童生徒に合っ
た栄養や食につ
いて、保護者や
児童生徒への啓
発を行っていき
ます。

【実績】
給食だよりの配布、給食時間中の一口メ
モの放送、FMとうみでの献立紹介等を通
して、食や栄養について啓発を行いまし
た。

【成果】
保護者や児童生徒の栄養や食への関心が
深まりました。

35

③季節や風土に
合った食の選択
が 出 来 る よ う
に、学校給食に
旬の食材や地域
食材を使用しま
す。

【実績】
東部地区では「学校給食農産物情報交換
会」、北御牧地区では「北御牧学校給食
検討会」にて、地元の生産者の方と情報
交換を行い、地元食材使用推進に繋げま
した。また、地域食材の利用や郷土食を
テーマとした給食を市内統一献立として
年4回実施しました。

【成果】
農産物全体使用量における地域産使用量
の割合（主要20品目）
平成31年度55.6％　
令和４年度59.6％
令和５年度46.9％
※令和５年度は、原油価格高騰に伴い、
地元のきのこ生産会社が倒産したこと及
び、酷暑に伴い、農産物の生育不良が起
きたことから、使用量が減少した。

37

④「東御市学校
給食での食物ア
レルギー対応に
ついての指針」
に基づいたアレ
ルギー対応を行
い、安全に配慮
します。

【実績】
「東御市学校給食での食物アレルギー対
応についての指針」に基づいたアレル
ギー対応を行うとともに、指針の見直し
を行いました。

【成果】
「東御市アレルギー対応指針」を文部科
学省「学校給食における食物アレルギー
対応指針」に準拠し、対応は完全除去対
応基本とするように改訂しました。

38

①学力向上支援
員の配置によ
り、算数・数学
の少人数学習を
進め、課題に応
じた個々の指導
につなげます。

【実績】
　学力向上支援員（学力対策講師）の配
置により、個に寄り添った学習が行われ
た。

【成果】
　差ができやすい算数数学について、個
別に支援を行うことができた。

39

②小中一貫型教
育推進講師の役
割を算数に特化
し、教材研究法
の研究や手作り
ドリルの普及
等、授業改善へ
の提案をしてい
きます。

【実績】
　子どもたちの意識にそった教材開発を
行い、研究会を行った。

【成果】
　教材づくりなどを通して、教員同士の
つながりが授業を見合うなどの授業改善
につながった。

40

③市学校職員会
を通じて算数・
数学の授業改善
を進めるよう働
きかけていきま
す。

【実績】
　小中相互の授業参観を行い、授業研究
会での意見交換で授業改善の方策につい
て学び合った。

【成果】
　算数・数学を含めて課題把握や授業で
の理解などについて具体的に話し合いを
行い、明日への授業に生かす意味のある
研究会が持てた。

(５) 食
育

安全・安心な
学校給食を通
して、児童生
徒 が 正 し い
「食」の知識
と望ましい食
習慣を身に付
けることを目
指します。

○自分の食事を
ふりかえり、バ
ランスのとれた
望ましい食生活
の大切さに気づ
く、児童生徒の
育成が求められ
ています。
○学校給食での
誤食を防ぐため
に、アレルギー
対応が必要な本
人への支援は元
より、教職員・
保護者・周囲の
児童生徒にも、
アレルギーに対
する知識を身に
つけることが求
められていま
す。

B

(１) 算
数・数学
教育

算数・数学に
お け る 効 果
的・効率的な
授業のあり方
を研究すると
ともに、学力
向上支援員や
小中一貫型教
育推進講師と
の 連 携 を 進
め、算数・数
学でつまずく
児童生徒を減
らすことを目
指します。

○算数・数学の
苦手意識を解消
するための教材
研究や授業改善
が求められてい
ます。
○算数・数学の
少人数学習を市
内全校に広げて
いくことが求め
られています。

C

３．
確かな学力と学
びを考える力を
育む教育の推進
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令和５年度の取り組み
【実績】【成果】を別に記載

のこと

項
目
評
価

41

①５・６年生で
年間70時間の英
語科の実施、
３・４年生35時
間の外国語活
動、１・２年生
10時間の国際理
解教育を行いま
す。

【実績】
　どの学年も計画通り実施した。

【成果】
　１～４年生は必ずALTが授業に入り、学
級担任とTTを行った。５・６年生は英語
専科が半分授業を行った。北御牧小は学
級担任とALTが実施した。

42

②担任とＡＬＴ
と の 授 業 に 加
え、担任のみの
授業の充実に取
り組みます。ま
た 、 社 会 の グ
ローバル化が急
速に進む中で、
互いの文化を認
め合う国際理解
教育と英語・外
国語活動の充実
を目指します。

【実績】
　担任のみの授業は、５・６年生の週２
時間中１時間を実施した。

【成果】
　担任とALTとのTTの授業改善のため、市
の指導主事が授業参観をし、助言をし
た。担任のみの授業の充実へは英語教育
委員会で外部講師による研修会を実施し
た。祢津小は、モルドバ共和国の子ども
たちとタブレットを活用した学校紹介を
英語で行った（令和4年度）。

43

①ＩCＴのスキル
や効果的な使い
方を専門的な立
場から支援する
ＩCＴ支援員を配
置します。

【実績】
　ICT教育支援員が、教員の授業支援にあ
たっている。

【成果】
　授業支援からICT機器の利用法のレク
チャーまで、幅広く迅速な対応が可能と
なった。

44

②小中学校のモ
デル校設置によ
り、教育用コン
ピューター等を
効果的に使った
授業のあり方を
研究し、各校に
広めていきま
す。

【実績】
　学校毎独自に利活用方法を検討した。

【成果】
　モデル校というやり方での成果は上が
らなかったが、効果的なICT機器の利用に
ついての機運は高まったと言える。

45

③教職員向けの
研修会を行い
し、教職員のＩC
Ｔに対する苦手
意識を解消し、
授業で活用する
スキルの向上を
図ります。

【実績】
　ICT支援員によるプログラミング教育や
司書教諭向けの研修を実施した。
　また、常時ICT教育支援員等が学校に入
り、必要に応じ各種教材等の使用方法指
南を実施している。

【成果】
　今までは、全て人任せになっていた教
員、ICT機器に積極的に関わってこなかっ
た教員もICT機器を使うようになってき
た。

46

【再掲】
②外部業者に委
託した新体力テ
ストの統計処理
結果を身体教育
医学研究所に提
供し、分析結果
を各校の体力向
上に役立ててい
きます。

【再掲】
【実績】

校長会・体力向上委員会で結果分析と
各学校での体力向上に資する活動例を示
した。

【成果】
各学校で年間を通して体を動かす時間を

新たに日課に取り入れた学校がある。

(２) 英
語・外国
語活動

コミュニケー
ション活動の
楽しさを体感
できる英語・
外国語活動を
目指します。

○次期学習指導
要領改訂に伴
い、担任が進め
る英語授業のス
キルアップ研修
や、担任とＡＬ
Ｔとの連携によ
る授業の充実が
求められていま
す。

B

(３) ＩC
Ｔ教育

児童生徒の情
報活用能力の
育成を目指し
ます。
ＩCＴを効果
的に活用し
た、わかりや
すく深まる授
業の実現を図
ります。

○「ＩCＴを使
わなくてもでき
る」という教職
員の意識を、
「ＩCＴを使え
ること」「ＩC
Ｔを使わなけれ
ばならないこ
と」に転換して
いく必要があり
ます。
○青少年教育係
と連携してネッ
トリテラシー教
育を充実させて
いくことはもち
ろん、学校でも
ＩCＴ教育の中
に積極的にリテ
ラシー教育を組
み込んでいく必
要があります。
○ＩCＴ関係を
専門的に支援し
てくれる支援員
を配置すること
が必要です。

B
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47

①北御牧中学校
区では、以下の
項目を実施しま
す。
・小学校高学年
教科担任制の拡
充
・小学校算数の
少人数学習導入
・中学校数学の
少人数学習導入
・小中一貫教育
推進委員会によ
る学校関係者評
価

【実績】
　左記の項目を実施した。中学校数学
は、TTの場合もあった。

【成果】
　他に、合同職員会（３回）、小中授業
研修会（２回）保小中音楽交流会、小中
合同あいさつ運動等一貫教育に関わっ
て、年間計画がきちんと立てられて実践
された。

48

②東部中学校区
では、以下の項
目 を 実 施 し ま
す。
・小中一貫型教
育推進講師によ
る算数授業の質
向上
・小中職員によ
る相互授業参観
・小中一貫型教
育推進委員会に
よる学校関係者
評価

【実績】
　学力対策講師を配置して、数学の学力
定着のため、きめ細かな支援を行った。
学校職員会の授業研究会を通して、授業
改善に向けての研修を行った。

【成果】
　学力向上講師の配置により、個々の習
得状況に応じた支援をすることができ
た。

49

①東部中学校と
北御牧小中学校
には、コミュニ
ティースクール
運営委員会を立
ち上げます。

【実績】
　コミュニティースクール運営委員会を
立ち上げた。

【成果】
　北御牧中は、運営委員や学校ボラン
ティアが機能していたが、東部中は充分
機能しなかった。

50

②設置されてい
る小学校では、
これまでの活動
を見直し、更に
充実させます。
市内全小中学校
が各学校ごとに
コミュニティー
スクールの活動
を進めます。

【実績】
　小学校では、それぞれの学校独自の活
動があり、学校応援団や学校ボランティ
アがいて、毎年度その学校・学年らしい
活動が行われてきた。中学校は上記の通
り。

【成果】
　外部から教員以外の地域の大人が学校
に入ることは、子どもにとっても教職員
にとっても得るもの・学ぶことが多い。

51

③地域の人材を
活用し、キャリ
ア教育を進めま
す。

【実績】
　北御牧中の家族参観日は、まさに「地
域の人材を活用したキャリア教育」の好
事例です。

【成果】
　すべての学校で地域の人材を学校に招
いて、総合的な活動や授業等でゲスト
ティーチャー等の役割を果たしていただ
いてきた。

４.
学校と家庭と地
域の連携の推進

(１) 小
中一貫
（型）教
育

「確かな学
力」と「自立
をめざす心と
力」の育成を
目指します。
９年間を見通
したカリキュ
ラムを編成し
ます。
地域と連携し
た特色ある学
校づくりをし
ます。

○小中一貫(型)
教育が目指す方
向が具体的にな
るに従って、学
校と教育委員会
が果たす役割が
大きくなり、小
中一貫（型）教
育推進委員会の
役割が限定的に
なってきていま
す。小中一貫
（型）教育推進
委員会のあり方
を見直す必要が
あります。
○小中一貫(型)
教育に対する教
職員の意識をさ
らに高める必要
があります。

B

(２) 信
州型コ
ミュニ
ティース
クール

地域・学校・
家 庭 が 連 携
し、地域の特
色を生かした
教育や教育環
境の整備を行
います。
地域の力を結
集した学校運
営により、コ
ミュニティー
の中心として
開かれた学校
づくりを目指
します。
人に学び、地
域に学ぶキャ
リア教育を目
指します

○信州型コミュ
ニティースクー
ルの活動をより
充実させるた
め、地域との連
携をより一層図
る必要がありま
す。

C
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具体的な取

り組み

令和５年度の取り組み
【実績】【成果】を別に記載

のこと

項
目
評
価

52

①育成会を中心
に、自然体験・
もの作り・農業
体 験 ・ ス ポ ー
ツ・伝統行事な
どを実施し、異
年齢・異世代の
交 流 を 深 め ま
す。

【実績】
　コロナが５類に移行したことにより、
各地区育成会等において各種行事やイベ
ントが実施された。

【成果】
　数年ぶりの事業開催により、異年齢・
異世代の交流が行われた。

53

②育成会活動全
般及び友遊クラ
ブ事業等への支
援 を 継 続 し ま
す。

【実績】
これまでどおり計画された事業が実施

できたことから補助金等の支援を行っ
た。

【成果】
　多くの市民が参加することができた。

54

③ジュニアリー
ダーの養成及び
地域をまたいだ
交流事業を実施
します。

【実績】
ジュニアリーダー養成となる市主催の

「親子自然ふれ合い学校」はコロナが２
類となったことから事業実施した。里山
体験きららでは、昨年同様の活動が行わ
れた。

【成果】
親子自然ふれ合い学校や里山体験きら

らによる事業実施により地域をまたいだ
交流が図られた。

55

④義務教育終了
後の未就学、未
就職の青少年に
対し、自立に向
けての支援を進
めます。

【実績】
東御市青少年支援チームによる未就

学、未就職の青少年に対する学習支援、
就労支援、自立支援が中間教室を通して
行われた。

【成果】
未就学、未就職の青少年に対する自立

へ向けた支援が行われた。

56

①青少年補導委
員により、年間
をとおして青少
年に有害な社会
環 境 に つ い て
チェック活動を
実施するととも
に青少年健全育
成協力店の加入
事業所数の拡大
を行います。

【実績】
　青少年補導委員によるチェック活動を
年３回実施した。また、新規スーパーに
対し協力店への加入について依頼した。

【成果】
　青少年補導委員と事業所が協働で行う
ことで青少年健全育成活動に寄与してい
る。

57

②有害自販機の
他 、 カ ラ オ ケ
店・ゲームセン
ター・コンビニ
等を巡回し、万
引 き や 暴 走 行
為、酒たばこの
購入などトラブ
ルが生じた場合
は、青少年セン
タ ー よ り 、 学
校・交番へ連絡
をとり対処しま
す。

【実績】
　補導委員による巡回活動の実施のほ
か、万引きや暴走行為、酒たばこの購入
などトラブルが生じた場合は警察と連携
した取り組みを行うこととなっている
が、実際にトラブルは発生していない。

【成果】
　トラブルは発生していないが、日ごろ
から東御交番との連絡体制は整えてい
る。

(１) 地
域全体で
子どもを
育てる育
成活動の
推進

多様な体験や
活 動 を 通 し
て、心豊かで
健やかな青少
年育成を図り
ます。

○地域社会は、
家庭や学校とは
違った人間関係
の中で、様々な
体験活動をとお
して社会参加へ
の基本的な態度
やコミュニケー
ション能力を身
につける重要な
役割を有してお
り、家庭の教育
力の低下が指摘
されるなか、地
域が青少年健全
育成に果たす役
割はますます重
要となっていま
す。
①　熱意のある
育成者の発掘と
その育成者のス
キルアップが必
要
②　少子化対策
として地域をま
たいで活動が出
来る体制づくり
③　ジュニア
リーダーの資質
が養える育成
④　子どもたち
の自然体験への
能動的な参加の
促進
⑤　「家庭の
日」「青少年の
日」の周知
○義務教育終了
後の未就学、未
就職の青年に対
し、自立に向け
ての支援が必要
です。

B

(２) 青
少年の非
行・被害
の防止活
動

青少年に有害
な社会環境の
浄化とよりよ
い環境づくり
を推進しま
す。

○少子化、不審
者等による治安
の悪化、イン
ターネット環境
の普及等によ
り、外で遊ぶ子
どもを目にする
機会が減少して
います。また、
地域内の関わり
の希薄化や大人
のモラルの低
下、大人自身が
地域に貢献する
姿を子どもたち
に見せられてい
ないなど、地域
社会が青少年育
成に果たすべき
役割が薄れてき
ています。

C

５.
青少年の健全育
成の推進



NO 施策 項目 目的・目標 現計画の課題
具体的な取

り組み

令和５年度の取り組み
【実績】【成果】を別に記載

のこと

項
目
評
価

58

①ネットリテラ
シー教育推進協
議会委員による
出前講座を実施
します。

【実績】
　ネットリテラシー推進協議会委員によ
る取り組みはなかったが、青少年健全育
成専門指導員による出前講座は小中学
校・保育園等にて実施した。

【成果】
　各園児・児童・生徒に対するネットリ
テラシー教育の推進が図られた。

59

② セ ー フ テ ィ
ネットアドバイ
ザーによる啓発
活動を実施しま
す。

【実績】
セーフティネットアドバイザーによる

啓発活動は実施できなかったが、セーフ
ティーネットアドバイザーへの研修会は
実施することができた。

【成果】
ネットリテラシー教育の推進が図られ

た。

60

③小学１年生か
ら中学３年生ま
でを対象にネッ
トリテラシー授
業 を 実 施 し ま
す。

【実績】
小中学校教諭によるネットリテラシー

授業を全学年で実施した。

【成果】
タブレットの利用環境に応じてクラス

のルールづくりを行った。

61

④教職員研修を
実施します。

【実績】
　青少年健全育成専門員による教職員に
対する研修会を滋野小・和小・北御牧小
で実施した。

【成果】
　教職員に対するネットリテラシー教育
の推進が図られた。

62

⑤ 保 護 者 向 け
ネ ッ ト リ テ ラ
シー情報誌の発
行及び学習会を
実施します。

【実績】
市報への掲載を2回、ネットリテラシー

通信を2回発行した。また、保護者向け学
習会を保育園・小中学校ごとに開催し
た。

【成果】
保護者に対するネットリテラシー教育

の推進が図られた。

63

⑥ネットリテラ
シー学習会の企
画・計画・講演
ができる指導者
養 成 を 行 い ま
す。

【実績】
ネットリテラシー講演会を開催するな

か指導者養成にも努めた。

【成果】
講演会等を通じ指導者養成へと試みた

が講師までには至っていない。

64

①受講生へのア
ンケートや広報
活動を通じて、
学習ニーズの把
握に努め、要望
を反映した学習
機会の提供を図
るとともに、市
民自身が企画・
運営に参加でき
るようにしま
す。

【実績】
　講師を対象としたアンケートは実施。
受講者へのアンケートは今年度実施予
定。
単発の講座を増やした。

【成果】
　単発の講座には、幅広い年代の参加が
あった。　

65

②利用者の要望
等を踏まえ、利
用しやすい施設
にするための修
繕や改修等を行
います。

【実績】
　修繕対応を実施ました。

【成果】
利用しやすい環境を整えました。

(３)
ネットリ
テラシー
教育

子どもたちに
インターネッ
トの情報が正
しいか間違っ
ているかを読
み解く力、正
しく活用する
力を育成しま
す。

○ネットリテラ
シー教育を継続
していくため、
教職員の意識向
上・知識向上を
図るためにネッ
トリテラシー教
職員研修の実施
や、保護者向け
の講座の開催や
通信の発行によ
り保護者の啓発
を継続して行っ
ていく必要があ
ります。
○スマホ使用の
低年齢化が進ん
でおり、早急に
低年齢化への対
策の必要があり
ます。
○ネットリテラ
シー教育推進の
ための指導者の
養成が必要で
す。

C

(１) 生
涯学習の
場づくり
の推進

学びやすい学
習基盤の整備
を図ります。

○講座のマンネ
リ化、参加者の
高齢化、固定
化、指導者の高
齢化に対応する
必要がありま
す。
○多様化する学
習ニーズをどの
ように把握し、
講座等の企画に
反映させるかを
検討する必要が
あります。

C

６.
人づくり、地域
づくりにつなが
る生涯学習の推
進



NO 施策 項目 目的・目標 現計画の課題
具体的な取

り組み

令和５年度の取り組み
【実績】【成果】を別に記載

のこと

項
目
評
価

66

①指導者・後継
者の人材を発掘
するため文化協
会等へ「ふれあ
い人材バンク」
への登録を依頼
し登録者増を図
るとともに、広
報等での周知に
努めます。

【実績】
広報や生涯学習講座の講師説明会で周知
しているが、登録者増には繋がっていな
い。
【成果】
特になし

67

②生涯学習ボラ
ンティアリー
ダー発掘と育成
に努めます。

【実績】
講座により助手がついている講座があ
る。
【成果】
特になし

68

③分館関係者研
修会などを開催
し、学習成果を
生かす機会づく
りと活用の充実
を促進します。

【実績】
公民館報コンクール審査表彰を開催し
た。
【成果】
分館報の記事から、アフターコロナにお
ける活動が徐々に再開されてきている状
況が確認できた。

69

中央公民館
①定期的に公民
館だよりを発行
し、情報発信に
努めます。
②講義室を中心
に、各学習室を
利用した講座・
講演会等を開催
するとともに、
市民の自主学習
等の利用促進を
図ります。

【実績】
①年４回公民館だよりを発行し、情報発
信に努めました。
②講座、講演会等を開催するとともに、
利用促進を図りました。
【成果】
生涯学習活動の推進が図れた。

70

地区公民館
①生涯学習講
座・教室を開催
します。
②地区公民館独
自で実施してい
る事業を地区住
民と共同で実施
します。
③地区担当の地
区公民館長（社
会教育指導
員）・公民館主

【実績】
①地区ごと多様な講座・教室を開講しま
した。
②地区住民と共同で実施しました。
③館長、主事を配置し、相談・支援事業
に努めました。
【成果】
生涯学習活動の推進が図れた。

71

分館
①分館について
は区の公民館で
もあり、区公民
館役員を中心と
した独自の事業
を行っていきま
す。　
②分館活動に対
し財政的支援を
行い、積極的な
公民館活動を推
進していきま
す。

【実績】
①アフターコロナにおける工夫を凝らし
た行事が再開されつつある。
②戸数や実績に基づき財政的支援を行っ
た。
【成果】
財政的な支援を行うことにより活動の推
進が図れた。

(２) 地
域の人材
育成

地域生涯学習
指導者の養成
と活用を図り
ます。

○指導者の高齢
化と後継者が不
足しています。
○多様化する
ニーズに対応で
きる指導者が不
足しています。

D

(３) 公
民館事業
の推進と
拡充

地域コミュニ
ティーづくり
の醸成を図り
ます。

○地域の連帯感
や地域づくり活
動への参加意識
を高めるための
活動を推進する
必要がありま
す。
○公民館と地域
づくり組織の更
なる連携が必要
です。

C
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具体的な取

り組み
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72

①利用実態に
沿った蔵書の更
新や、現在ある
本を利用しても
らう工夫、寄贈
本の積極的受入
を行います。

【実績】
貸出件数、受入冊数を観察して蔵書を更
新。毎月一つのテーマで棚を構成する
「テーマブックス」、職員の推薦する
「おすすめ本」で利用してもらう工夫を
した。寄贈本は随時受入れた。
【成果】
除籍した本は図書館まつりで配布。
蔵書数実績
R2：162,839冊
R3：166,013冊
R4：168,848冊
R5：172,000冊と毎年約3,000冊増加して
いる。

73

②利用者・来訪
者の増加策とし
て図書館まつり
や各種講座な
ど、魅力的な行
事等を企画し、
現在の利用者及
びこれまで図書
館に来館したこ
とのない市民に
も足を運んでも
らう機会をつく
ります。

【実績】
図書館まつりを毎年11月に開催。本のリ
ユース市、古本回収、読み聞かせ、工
作。また、いきいき読書講座、宮沢賢治
講座等を開催した。
【成果】
図書館まつりの来館者数
R1：394人
R2：188人　
R3：534人　
R4：577人
R5：578人

74

③移動図書館車
の巡回場所・時
間等の見直しを
しながら、図書
館に来館できな
い市民にも広く
本に親しんでも
らう機会を提供
します。

【実績】
巡回コース・時間の見直しを必要に応じ
変更した。
【成果】
図書館に来館できない市民に本に親しん
でもらう機会を提供した。
利用実績
R1：997人
R2：656人
R3：673人
R4：534人
R5：604人

75

①海野宿（国選定
重要伝統的建造物
群保存地区）の家
屋等について、保
存修理事業等の継
続と利活用を進め
ていきます。

【実績】
国庫補助を活用した保存修理事業を計画
的に行っている。利活用について相談に
応じている。
【成果】
景観を維持できている。利活用の相談に
ついても応じている。

76

② 「 力 士 雷 電 生
家」など市指定文
化財の保存と利活
用 を 図 る と と も
に、市内に存する
未指定の文化財の
うち重要なものを
市指定文化財とし
て指定していきま
す。

【実績】
市指定文化財保存の管理委託を継続して
いる。講演会・史跡巡り等を開催した。
未指定文化財について調査を行ってい
る。
【成果】
市指定文化財保存の措置を継続してい
る。未指定文化財の指定に向け、検討と
資料収集を進めている。

77

③貴重な化石につ
いて、県の追加指
定 に 取 り 組 み ま
す。

【実績】化石を移行した文書館にて、学
芸員の異動等があり専門的に調査を行う
ことができなかったため、実質的な作業
が進まなかった。

【成果】

(４) 図
書館利活
用の促進

情報の収集・
提供により幅
広い年代の市
民の読書活
動・学習活動
を支援しま
す。
新規利用者の
獲得及び継続
利用者の確保
を図ります。

○本図書館をよ
り多くの市民に
継続的に利活用
いただくととも
に、これまで図
書館に来館した
ことのない市民
にも足を運んで
もらうよう方策
等を検討する必
要があります。

B

７.
文化財の保存と
活用

(１)文化
財の保存
と活用

地域固有の重
要な文化財の
保存の推進を
図ります。
歴史を広く伝
え学ぶことの
できる環境の
整備と活用を
図ります。

○指定文化財を
良好な保存状態
に保つための恒
常的な修繕や建
造物の耐震調査
を行うための体
制の充実を図る
必要がありま
す。
○発掘調査指導
者及び経験者の
後継者育成・調
査団員の高齢化
に対応する必要
があります。
〇文書館の機能
を充実し、広く
活用を図る必要
があります。
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78

④天然記念物(ミ
ヤマシロチョウ・
オ オ ル リ シ ジ ミ
等)の保護活動へ
の 支 援 を 行 い ま
す。

【実績】保存活動を行っている団体に管
理の委託をし保護活動を継続している。
【成果】
天然記念物の保護活動を地域住民で行う
仕組みを維持しているとともに、内外に
対して活動をアピールしている。

79

⑤古文書の、良好
な保管に努めると
ともに目録等の整
備を進めます。

【実績】
持ち込まれた古文書について、整理と目
録の整備、公開の準備を行っている。
【成果】
目録の整備が進んでいる。良好な保管を
行っている。

80

⑥開発行為に伴う
埋蔵文化財の確認
調査や発掘等につ
いては、適切な指
導 を 行 う と と も
に、遺物の復元と
良好な保存と活用
を進めます。

【実績】毎年同程度の確認調査を実施し
た。発掘調査は倍増した。
【成果】ほとんとが事前協議のうえ対応
できた。久保在家遺跡の企画展を開催し
た。
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⑦東御市歴史的風
致維持向上計画に
基づき文化財の保
存と活用を進めま
す。

【実績】
地域住民を中心とした文化財・史跡めぐ
りを実施した。
【成果】
地域住民の地域に対する理解を深めるこ
とが出来た。
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①伝統行事継承の
ため、保存会等の
団体に対し、保存
活動や上演に対す
る 支 援 を 行 い ま
す。

【実績】保存会等の団体に対する補助を
継続した。
【成果】
保存活動と、東町歌舞伎上演を支援でき
た。

83

②歌舞伎などの伝
統行事の後継者不
足 を 解 消 す る た
め、担い手育成活
動について支援を
行います。

【実績】東町歌舞伎保存会への補助事業
を継続し、担い手育成活動を支援した。
【成果】
担い手の高齢化や少子化という背景はあ
るが、伝統行事を継続している。
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③無形民俗文化財
として指定されて
いる、地域に伝わ
る伝統行事に対す
る 支 援 を 行 い ま
す。

【実績】
金井の火まつり会場整備についての相談
を継続して受けている。
【成果】
地元の意向や具体的な計画について確認
をお願いしている。

８.
地域の文化や伝
統行事の継承

(１) 地
域の文化
や伝統行
事の継承

地域に伝わる
文化や伝統行
事を後世に伝
えるための継
承活動を図り
ます。
伝統行事の後
継者の育成支
援を図りま
す。

○担い手の高齢
化や新規に取り
組む若者の減少
などの要因によ
り、後継者不足
が生じていま
す。

C

C



NO 施策 項目 目的・目標 現計画の課題
具体的な取

り組み

令和５年度の取り組み
【実績】【成果】を別に記載

のこと

項
目
評
価
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９.
人権尊重

(１) 人
権同和教
育の推進

幼児・児童・
生徒それぞれ
の発達段階に
応じた人権同
和教育の充実
を図ります。
地域社会の実
情と住民の認
識の実態に即
した人権同和
教育の推進を
図ります。

○人権同和教育
において、幼保
小中高連携のも
と、教職員が共
通認識がもてる
一貫教育を、ど
のように取り組
んでいくかが課
題です。
○児童生徒の人
権意識を高め、
親子で人権同和
教育の共通認識
が出来るために
も、教職員・保
護者が人権問題
を正しく認識
し、ＰＴＡにお
ける研修をより
充実したものに
することが課題
です。
○解放子ども会
の本来の目的の
ために、部落解
放同盟東御市協
議会と協力し再
開できる状態に
しておく必要が
あります。
○各公民館の啓
発学習や企業人
権研修におい
て、参加者が少
なく役員に偏り
がちになってい
るので、役員以
外の人たちにも
参加してもらえ
るような研修内
容の検討や重要
性など、わかっ
てもらえるよう
な取り組みをど
のようにしてい
くかが課題で
す。

①学校における人
権同和教育
・教職員を対象と
した人権同和教育
講演会・人権同和
研究授業・人権同
和教育研修を開催
し、人権同和教育
の 実 践 を 図 り ま
す。
・全国人権・同和
教育研究大会へ参
加し報告をするこ
とで、他の教職員
への情報共有に務
めます。また、授
業参観や研修等を
通して、人権問題
を正しく理解して
もらえるよう、保
護者への啓発にも
取り組みます。
・幼保小中高一貫
の人権同和教育を
推進します。
・解放子ども会が
休会となっていて
も、解放子ども会
の趣旨を学校人権
同和教育に活かし
ます。

【実績】
・教職員対象の人権研修は、開催内容、
時間等を見直しながら実施することがで
きた。

・全国人権・同和教育研究大会は、代表
教職員２名が参加し報告できた。

・人権同和教育主任会及び委員会を通し
て、小中学校連携の教材化を図ることが
できた。

・各種人権同和研修については、全小中
学校において実施することができた。

・市で開催している人権セミナー等にも
声がけをし、大勢の教職員の参加をいた
だいた。

【成果】
・教職員を対象とした研修を市の全校で
実施したほか、PTAへの人権に関する研修
の機会が増えた。

・他の市町村からも指導主事の講師依頼
をいただくことが増え、市の人権同和教
育を広めることができた。

B
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②社会における人
権同和教育
・人権同和教育指
導員と人権同和指
導委員（数名）を
設置し、啓発学習
や活動に指導助言
していきます。
・「東御市人権尊
重のまちづくり市
民の集い」や「人
権セミナー」など
の啓発活動の充実
を図ります。
・企業内での自主
的な人権同和教育
講座の開催を推進
します。また、企
業人権同和教育連
絡協議会・市・県
主催の研修等へ会
員の参加を推進し
ます。
・事業所内研修の
充実により、会員
の人権意識の高揚
を図ります。
・会員事業所を増
やすことにより企
業人権同和教育連
絡協議会の活動を
推進します。

【実績】
・学校人権同和教育指導主事も加わり、
地域、行政職員、男女共同参画、企業な
ど様々な分野での啓発活動を進めること
ができた。

【成果】
・人権啓発学習会を従来のように各分館
で行うことができた。

・「人権尊重のまちづくり市民の集い」
では講演会だけでなく、人権作文の発表
やオープニングセレモニ―などを加え、
市民の集いによりふさわしい内容にして
いくことができた。

・企業人権連絡協議会主催の人権研修を
２回開催できた。

・企業内における人権研修について、助
言や支援ができた。



４ 学識経験者の意見

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条に基づき、令和 5年度の教育に関する事務の管理及び執

行状況の点検及び評価の報告書から、各施策の具体的な取り組みについての評価について、幾つか意見を述べ

る。

施策/項目 項目ごとの具体的な取り組み評価についての意見

1 安全・安心な子どもの居場所づくりと教

育環境の整備

1-(1)-②不審者対策について、学校でのマニュアルによる手順の確認をすること。ま

た、対応訓練などを確実に実施されたい。

1-(1)-④非違行為防止の成果として、非違行為がなかったことは、長期に取り組んで

きた大きな成果である。教育現場において、もっとも安心につながる重要なこととし

て高く評価できる。

1-(2)-③GIGAスクール構想に基づき端末機の配置完了は評価できる。ICT機器をよ

り効果的に学習に取り込んで活用されたい。

2 豊かな心と健やかな身体を育む教育の

推進

2-(1)-③学校における SSR や中間教室など、個の学びの確保を続けられたい。

2-(1)-⑦不登校対策に当たって、個々への対応ツールとして、個別の支援計画を作成

し、学校・教師はもとより当事者・家庭と共有し、長期的な支援に取り組むことが求

められる。

2-(2)-④特別支援教育を希望する者の就学に当たり、就学判断よりきめ細かな教育相

談が充実している。このことは、当事者及び保護者の安心につながっている。

さらに特別支援教育の良さや魅力を発信していくことが、インクルーシブ教育並び

にインクルージブな社会実現に向けて重要である。

2-(3)体力向上に向けて全体での取り組みができていることから、個々に取り組む内

容を生活に位置づけ、日々取り組めるようにしたい。

2-(4)日常の学習場面や学校生活の中での問題と道徳的価値観とを結びつけての実践

に取り組みたい。話し合うことにより友達との意見の違いを解決する力を付けたい。

3 確かな学力と学びを考える力をはぐく

む教育の推進

3-(3)端末機等 ICT 機器配置から有効利用にまで早急に高めることが求められる。

ICT 機器を有効活用した授業づくりが望まれる。ICT 教育支援員を十分活用された

い。

4 学校と家庭と地域の連携推進 4-(1)-➁小中一貫型の取り組みが実効性のあるものに見えない。一貫教育の根底から

再度構想を練りなおす必要があるのではないか。

4-(2)学校運営協議会の制度運用を理解し、開かれた学校づくりを推進されたい。

5 青少年の健全育成の推進 5-(1)-④地域が青少年に果たす役割を理解しつつ、義務教育終了後の未就学、未就職

の青少年に対し、自立に向けた支援を関係団体と進められたい。

5-(3)スマホ使用の低年齢化やネットでのいじめ・依存症などが問題化している。低年

齢の段階からネットリテラシーについて学ぶことは重要である。児童・生徒を含め保

護者への学習会に重点を置くなど、継続した取り組みを積極的に進められたい。



知見を述べた者

6 人づくり、地域づくりにつながる生涯学

習の推進

6-(2)指導者の高齢化や後継者が不足しているため、生涯学習講座等を通じ指導者育

成の推進に取り組まれたい。

7 文化財の保存と活用 7-(1)-①海野宿は国の選定を受けた重要文化財である一方、市民が生活を営む場であ

り、その家屋は個人の資産でもあることから、地域と共に一体となって今後も継続的

な保存や修繕を継続されたい。

7-(1)-④天然記念物であるミヤマシロチョウやオオルリシジミの保護活動はもとよ

り、蛍の自然発生等は地域の自然を大切にしているかどうかの指標になることから、

地域での組織的な活動をさらに広げたい。

8 地域の文化や伝統行事の継承 8-(1)-➁東町歌舞伎の上演を見に県外或いは市外から、また、外国の方の見物客も増

えている。一方、歌舞伎などの伝統行事の後継者の不足が大きな課題である。担い手

育成のため普及啓発活動や情報発信を積極的に行い、地元と協力し、市の伝統行事の

さらなる発展、継続に期待する。

9 人権尊重 9-(1)-➁社会人における人権同和教育、企業への教育は、少しずつであるが協力を得

られるようになって来ていることから、粘り強く継続した取り組みに期待したい。

評価の在り方について 項目ごとの評価から具体的な取り組みに対する評価に変更してはどうか。また、

A,B,C,D,E の５段階評価を分かりやすく 3段階評価にしてはどうか。評価がより明確

になり、次への取組が速やかに出来るのではないかと思われる。

氏 名 略 歴

牛山 廣司 元公立小学校校長

元東御市教育長


